






































































































































 「建御名方神が大きな石を手の上 差し上げ き 、『誰だ、 わしの国 来て内緒話を ているのは。 さあ、力比べをしよう。わしが先にその手を掴 ぞ』といいました。そこでその手を取らせますと 立っている氷のようであり、剣の刃のようでありました。そこで恐れて退いております。今度は建御雷 が建御名方神の手を取ると、若い葦を掴むように掴みひしいで 投げ飛ばした で建御名方神は逃げていきました
（6）」
 


















「朕聞、當摩蹶速者天下之力士也。若有比此人耶。 」一臣進言「臣聞、出雲國有勇士、曰野見宿禰。試召是人、欲當于蹶速。 」卽日、遣倭直祖長尾市、喚野見宿禰。於是、野見宿禰、自 至。則當摩蹶速與野見宿禰令捔力。二人相對立、各舉足相蹶、則蹶折當摩蹶速之脇骨、亦蹈折其腰而殺之。故、奪當摩蹶速之地、悉賜野見宿
（8）。
 
 「 『朕が聞くには、当麻蹶速は天下一の力持ちだそうだが、これに比べられる人間がいるだろうか』 。すると一人の臣下 進み出て申し上げた。 『私が聞いた話では、出雲国に勇士がおります。野見宿禰といいますが、試しにこの人物を呼んで、蹶速と手合わせさせてみたらいかがでしょうか』 。そこで、その日のうちに倭直（官職名）の祖長尾市 使者として、 を呼びにやらせた。こうした野見宿禰が出雲からやってきたので、さっそく野見宿禰と当麻蹶速に力比べをさせた。二人は向かい合って立ち、それぞれ足を上げて蹴り合っ が、たちまち宿禰 蹶速のあばら骨を蹴り折り、さらに腰骨を踏み折って殺 てしまった。これによって天皇は、蹶速の領地を没収して ことごとく野見宿禰に与えた
（9）」
 















指摘をしている。すなわち、 『日本書紀』の書かれた当時の相撲と、多様な格闘 そのものとして 相撲 原型 の区別を意図してこの「捔力」が使われたのであり、蹶速の名もそのような格闘技が象徴されているのではないか いある
（10）。
 








秋九月、木工韋那部眞根、以石爲質、揮斧斲材、終日斲之、不誤傷刃。天皇、遊詣其所而怪問曰「恆不誤中石耶。 」眞根答曰「竟不誤矣。 」乃喚集采女、使脱衣裙而著犢鼻、露所相撲。於是眞根、暫停、仰視而斲、不覺手誤傷刃 天皇因嘖讓曰「何處奴 不畏朕、用不貞心、妄輙輕答 仍付物部、使刑於野
（11）。
 










ところで、 ここにも重要な名辞が二つみえる。 ひとつは 「相
撲」で、これが日本の史書 登場する最初 も だと言われている。そしてもう一つ注目すべきは「犢鼻（とうさぎ） ：褌」である。つまりこ ころまで 、現代にも通じる裸身に褌という相撲を取る際の「 でたち」が一般的になっていたことをこの記述は物語 ている ではないだろうか。
 










地を与えら た。そ 後、野見宿禰 この地でそれまでの天皇葬礼時の殉死の風習をなくすべく の製作を提言したという。 『日本書紀』の同じ垂仁天皇三二年の段に次のような記述が見られる。
 
 





















































り、大隅の隼人が勝ったこ が記録さ ており、これが最も古い天覧相撲の とされている。後者で 持統天皇が飛鳥寺の西の広場で、大隅の隼人 ちの取 相撲を見物したとある。ちなみに、飛鳥寺の西の広場は、当時辺境諸族の朝貢・











を天皇らの見物に供したこと 伝えてはいるも の その「いでたち」についてはやはり何も教えてくれてはいない。だが、さいわいにも『記・紀』のいずれに 記述のみられる海幸山幸神話はそ ヒントを与え くれている。
 
兄の海幸である火照命（ホデリ〈記〉 ） ・火酢芹命（ホスセ
リ〈紀〉 ）が弟の火遠理命（ホオリ〈記〉 ） ・彦火火出見尊（ヒコホホデミ〈紀〉 ）に詫びて服従を誓うときのパフォーマンスがそれである。一般にこれは隼人舞の起源 されているが、 『日本書 』第四の「一書 はそのシーンを次 よう表現している。
 
 











を語らせ、それ 採用しているとすれば、ここで火照命・火酢芹命が隼人の祖先とされているのも同じ構造と見ることができる。右のエピソードから想像される、隼人の赤土を顔に塗り、犢鼻（とうさぎ：褌）を締めたその「いでたち」は、雄略天皇一三年の采女 記録の際にもあげた井辺八幡山古墳の男子立像埴輪や泉崎村原山古墳の力士像埴輪に限りなく近いものであったように思われる。 らに付け加えるなら、 「乃舉足踏行」は四股の所作と取れなくもな 。
 
                





































撲」が行われたこ や 貞観 間（八五九～八七七）以前は










































































































































































































































123 『記 ・ 紀』 にみる伝統スポーツ
The Sports in Japanese Mythology 
-The Ancient Sumo Wrestling in Japan and the current 





In this paper, we will compare the sports in mythology with the current 
globalizing condition of sports.  
The waves of economic globalization started in Western Europe are now 
swallowing the African continent. Thus it is no longer possible to find the frontier 
on earth and this situation is similar in sports culture. British-born modern sports 
are now played and watched by a number of people worldwide. The strong 
cooperative relationships between sports governing organizations (such as the 
IOC or FIFA) and multinational companies or the mass media tend to produce 
cyborg athletes for their enormous profit. Meanwhile, people pay little attention to 
traditional sports (in other words marginal sports), which appear to be destined to 
disappear. 
In the Japanese oldest history book ‘Kojiki’ (A.D. 712) and ‘Nihonshoki’ (A.D. 
720), we find a few descriptions of sports and game event. Especially the 
mythical descriptions of the two books give us a hint of the ancient Japanese’s 
notion of sports. 
The comparison between the references to sports in mythology and the 
current globalizing condition of sports enables us to get a clue about the future 
direction of games and sports. 
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